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にも注意が必要です。
　続いて災害廃棄物の種類をみていきま
す。図 1 は、平成 23 年東北地方太平洋
沖地震（東日本大震災）に係る災害廃棄
物の処理指針（マスタープラン）３）に
掲載された災害廃棄物の処理ルートです。

「A. 可燃物」から「I. 危険物、PCB 廃棄
物、石綿含有廃棄物等」に至るまで多種
多様な廃棄物が出されることがわかりま
す。いわゆる生活ごみの排出もあります
が、全体からみればその割合はごく小さ
いといえるでしょう。家電、自動車等、
日常の愛用品を廃棄せざるをえない現実
に向き合わなければなりません。
　では、災害によって災害廃棄物等の
発生状況はどのように変わり、またど
う対応しているでしょう？まず図 1 の

「J. 津波堆積物」については廃棄物には
含めないという扱いですが、何らかの
処理が必要であることには違いありま
せん。水害の場合に堆積する土砂や流
木等も災害廃棄物としては扱いません
が、同様に適正な処理が必要です。一方、
避難所でのごみ、し尿は廃棄物として
扱いますし、災害後も発生する生活ご
みについては、平時と同様、一般廃棄
物としての処理が必要です。
　いわゆる家電リサイクル法の対象４
品目（テレビ、エアコン、冷蔵庫、洗
濯機）を例にとって考えてみましょう。
地震の場合、一時的に集積する仮置場
にもちこまれるものはテレビが多いで
す。揺れで倒れやすいからでしょうね。
水害の場合には、浸水によって被災す

増え続ける災害とその廃棄物
　そもそも災害とは何でしょう？災害
対策基本法によれば、災害は「暴風、
竜巻、豪雨、豪雪、洪水、崖崩れ、土
石流、高潮、地震、津波、噴火、地滑
りその他の異常な自然現象又は大規模
な火事若しくは爆発その他その及ぼす
被害の程度においてこれらに類する政
令で定められる原因により生じる被害」

（第２条第１号）とあります。あわせて

廃棄物資源循環学会シリーズ③「災害
廃棄物」１）にならい、1900 年以降の世
界の主な自然災害の状況を表１にまと
めました２）。
　表によれば、1990 年代以降、災害は
急増しています。台風（サイクロン、
ハリケーンを含む）、大雨（洪水、豪雨）
を除く火山噴火、地すべり、有毒ガス
等を「その他」としてまとめています。
2020 年代以降、熱波が急増している点
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増え続ける災害とその被害/災害の種類
第第22部部

　増え続ける災害。高い堤防を造っても、さらに大きな津波がきてしまう。いくら防
災をしていても、想定を超えた災害は起こってしまいます。起きてしまった災害に対して、
私たちは何をしていけばよいでしょうか？迅速な復旧・復興に向けて、まず廃棄物処
理について知るところから始めましょう。

表１　�1900 年以降の世界の主な自然災害の状況２）

図１　�災害廃棄物の処理ルート３）

年代 台風 大雨 その他 小計 地震 合計
1900 2 0 2 4 7 11
1910 1 1 3 5 3 8
1920 2 0 0 2 4 6
1930 0 4 1 5 6 11
1940 4 2 0 6 8 14
1950 2 5 1 8 0 8
1960 4 1 0 5 4 9
1970 3 1 0 4 8 12
1980 1 4 3 8 6 14
1990 9 12 1 22 12 34
2000 7 7 0 14 9 23
2010 3 4 0 7 5 12

2020 - 2022 0 4 6 10 2 12
累計 38 45 17 100 74 174

※出来る限り建築
資材として利用す
ることが望ましい。

※破砕前に、燃料やバッテリー
等を取り除く
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るため、洗濯機と冷蔵庫が多くなるの
が特徴です。なお、地震の場合、被害
が広域にわたること、余震等が続くた
めに住民も様子を探りながら片づけ作
業を始めるのが特徴です。それに対し
水害の場合、局地的な被害が多く、被
災住民とそうでない住民の違いが明確
になることが多いです。片づけ作業の
タイミングも早く、自治体担当者が右
往左往しやすいです。もっとも、浸水
等により有機物の腐敗が早い点には注
意が必要です。
　以上の違いがあるとはいえ、地震の
揺れに伴って土砂崩れが起きる様子等
をみれば、災害の種類による違いは、
実はそれほど大きくありません。むし
ろ共通事項のほうが多いといえそうで
す。相変わらず退蔵物が被災を受けて
搬出されたと思われるブラウン管テレ
ビ等が多いです（写真１）。
　災害廃棄物の場合、莫大な“量”が
発生することが何より問題ですが、平

時には出されないものも廃棄物として
出されます。さらに被害状況によっては、
それらが複雑に混在した状態でごみに
なりますので、“質”の観点からも課題
が多いといえます。

どうして分別が必要なのか？ 
～復旧・復興の現場から～
　筆者は、以前水害で被災した家庭の
片づけ作業を手伝った経験があります。
その時の経験を踏まえていくつかお話
いたします。
　その家庭では、家屋の１階部分が壊
滅的な被害を受けていました。畳敷き
の部屋に泥水が入り込んでいましたの
で、家財道具は全て撤去・処分が必要
な状態でした。甚大な被害を招いた大
雨が降って３日後、ようやく水が引い
て作業を開始できるようになったとい
う惨状でした。私が現地入りしたのは
片づけはじめて１週間を迎えたころだっ
たでしょうか？とにかく必死になって

片づけを進める最
中、「やっとたどり
着いた！」という声
を聞きました。その
光景を拝見して大い
に納得です。タンス
の引き出しを開け、
通帳と印鑑を探すの
に四苦八苦されてい
たのです。
　そのほか、泥水を
含んだ畳の重いこ
と！すぐに手が滑る
こともあり、男手４

名がかりで何とか持ち運べました。し
かも炎天下の作業となるため、注意し
なければすぐ熱中症にかかる有様でし
た。また被災後数日間しか経過してな
い段階で、畳は既に腐敗臭がしており、
保管方法によっては着火の危険性を感
じました（写真２）。
　とはいえ、最も強
く印象に残っている
のは、被災地の住民
の皆様がみな明るく
ふるまわれていたこ
とです。あの笑顔に
救われた想いがいた
します。
　続いて、災害廃棄
物仮置場の現場に視
線を移してみましょ
う。有害廃棄物につ
いては、写真３をご
覧ください。住民が

もちこんだ後に仮
置場の運営スタッ
フによって分けら
れたものですが、
信じられないほど
綺麗に分別されて
います。写ってい
る消火器、灯油ファ
ンヒーター用タン
ク、18 L ポリタン
ク、一斗缶の塗料
類のほか、チェー
ンソー、スプレー
缶、蛍光管、ライ
ター等ももちこま

れ、乾電池の１本１本に至るまで、分
別されていました。今は強い衝撃を受
けると内部ショートし、発火・破裂す
るリチウムイオン電池の混入等にも気
を付けなければなりません。
　さて、ここで、どうして分別が必要
なのか？というと、やはり分別しない

写真１　�仮置場にもちこまれる廃棄物の一例（2023年 8月筆者撮影）

写真２　�水害被災家屋の畳（2017年 7月筆者撮影））

写真３　整然と分別された有害廃棄物（2023年 8月筆者撮影）
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と先に進まないのです。リサイクルの
ための分別ではありますが、それ以上
に処理・処分のための分別であるといっ
ても過言ではありません。混ぜこぜの
状態になると、清掃工場や最終処分場
でも受け入れができなくなってしまう
のです。可燃系の災害廃棄物については、
自治体の一般廃棄物用の清掃工場で焼
却処理を進めるのですが、普段とは異
なる種類の廃棄物を焼却することにな
ります。排ガス処理のための薬剤投入
量が激増するなどの報告を受けています。
埋立処分場も同様に、災害廃棄物を受
け入れる際には浸出水（埋立処分場か
ら発生する汚水のこと）の水質が悪化
する懸念などから、以前よりも厳密に
受け入れ制限を設ける傾向にあります。
既設の施設を長く大事に使うために極
めて重要な決断であるといえます。

　そのため、家電
４品目は、特定家
庭用機器再商品化
法（家電リサイク
ル法）ルートでの
受け入れを狙った
り、木質系廃棄物
をチップ化して、
バイオマス発電所、
あるいはセメント
工場での受け入れ
を狙ったり、あの
手この手を駆使し
て災害廃棄物処理
を進めているのが
実態です。
　一方、生ごみが

混入すると腐敗が進んで悪臭がします
し、嫌気発酵に伴う可燃性ガスの発生
などの危険が生じます。衛生的にも望
ましくありませんので、どの自治体で
も生ごみの災害廃棄物仮置場へのもち
こみをお断りしているという実情があ
ります。われわれも、仮置場にもちこ
まれた冷蔵庫のドアを開けるときには、

（内部で食品が腐っている可能性がある
ため）緊張の一瞬を味わいます（笑）。
　そのほか、水害の場合には河川から
路上へ打ち上げられた堆積物等が多く
あります。多くは流木ですが、誰も片
づけることがないのでしばらく放置さ
れることになります。空き家も同様で
す。被災地の片づけ作業を見るたびに、
空き家が増加していることを痛感いた
します（写真４）。

災害廃棄物研究部会の取り組み
　以上を踏まえて、廃棄物資源循環学
会では 2018 年に「災害廃棄物研究部会」
を発足させました。災害廃棄物管理に
関する調査研究、災害時の現地支援・
後方技術支援、平時の研修会講師派遣
など、精力的に活動を展開しています。
いくつかをかいつまんでご紹介いたし
ます。
　何といっても特筆すべきは「災害廃
棄物管理ガイドブック」４）の出版です。
廃棄物資源循環学会の編集によるもの
ですが、総勢 27 名の執筆者のうち、11
名が部会の中心メンバーです。この書
籍については、この後、p. 42 から図解
いたします。
　国際展開も特筆すべき活動です。既
に災害廃棄物国際ガイドラインの策定
を行なっていますが、それをもとに多
くの計画策定支援ツールの開発・提供、
国・研究者等の協力を得ながら災害廃
棄物管理計画の策定支援につなげてい
ます。
　令和２年（2020 年）７月豪雨の際には、
D.Waste-Net の一員として熊本県庁内
に設置された災害対策本部にて現地支
援を行いました。コロナ禍で急速に普

及したウェブ会議ツールを用い、広域
災害を想定した支援体制構築の予行練
習等も行いました。
　一方、研究部会ですので、研究活動
も進めています。災害廃棄物発生量の
推計法について、改めてその妥当性の
検証を進めたり、災害廃棄物に関する
学術論文の出版動向を調査し、特に行
政関係者向けの論文の選定作業を進め
たりしています。

おわりに
　いかがでしょうか？被災地の迅速な
復旧・復興のためには、適正な廃棄物
処理が必要不可欠であることを頭の片
隅に入れていただければ幸いです。
　また、災害廃棄物のリサイクルはも
ちろん大事ですが、それ以上に発生量
を減らすことが何より重要です。平時
のうちから、不要なもののリユース・
リサイクルを進めましょう（p. 74 記事
参照）。それが災害廃棄物発生量の削減
につながります。しかも、それだけで
はなく、身の安全の確保、避難経路の
確保にも必ず役立ちます。何より、すっ
きりした気持ちで日常生活を送れます
ので、win-win でおすすめです。
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写真４　�空き家の片づけは進まない（2020年 7月筆者撮影）


